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　人ロの動き
　8月1日現在
男5，125（一7）
女5，164（＋1）
計10，289←6）
世帯数2，352（一1）

（）内は前月比較
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気げんの悪い子も、このと

きばかりはいきいきと…・・・…

　一番楽しいことは……？と

聞くと、￥’オヤツとさアー、

給食とネー、プール≒とみん

なが答えます。
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●

会
告
義
報

一
…
口

先
月
十
二
日
、
第
五
回
の
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
六
月
の
豪
雨
被

害
に
対
す
る
応
急
復
旧
費
の
補
正
予
算
や
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

　
選
任
同
意
な
ど
四
件
を
審
議
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
議
決
・

　
　
同
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

応
急
復
旧
に
二
千
五
百
万
円

囹
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　
七
月
十
九
日
で
任
期
が
満
了
す
る
農

業
委
員
の
う
ち
、
議
会
推
薦
委
員
に
次

の
二
人
を
決
め
ま
し
た
。

●
水
品
正
一
郎
皇
口
同
津
　
正

囹
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
選
任
同
意

　
七
月
二
十
五
日
で
任
期
が
満
了
す
る

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
大

久
保
武
義
さ
ん
（
野
口
）
に
つ
い
て
、

ゆ
ふ
だ
ん
の
水
量

　
　
　
　
（
渋
海
川
）

再
び
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

囹
一
般
会
計
補
正
予
算

　
梅
雨
前
線
豪
雨
で
被
害
を
受
け
た
道

路
・
農
地
な
ど
の
復
旧
を
急
ぐ
た
め
、

災
害
復
旧
費
に
二
千
五
百
万
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
と
り
あ
え
ず
応
急
復
旧
に

必
要
な
部
分
に
つ
い
て
を
見
積
っ
た
も

の
で
す
。

　
豪
雨
に
よ
る
被
害
状
況
は
、
前
号
で

お
知
ら
せ
の
と
お
り
で
す
が
、
そ
の
被

害
総
額
は
六
億
円
以
上
（
国
県
道
・
一

級
河
川
除
く
）
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
補
正
で
は
、
川
西
中
体

育
館
の
床
張
替
工
事
千
九
百
万
円
も
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

囹
モ
デ
ル
事
業
工
事
請
負
契
約

　
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
町
道
整
備
工
事

（
栄
町
・
上
新
井
線
）
を
、
三
千
三
百

九
十
万
円
で
吉
楽
土
建
が
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
サ
ー
ジ
タ
ン
ク
側
と
長
者
ケ
原
公
園

側
を
結
ぶ
こ
の
道
路
は
、
車
両
通
行
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
完
成
後
は
六

メ
ー
ト
ル
道
路
と
な
り
、
グ
ッ
と
便
利

に
な
り
ま
す
。

潮日町モ
　　　　です。

よろしく……

　町が分譲した国鉄
サージタンク付近を
ミ朝日町モと名付けま
した。

以後よろしく。

　　　ね　ん「

　年金で　き
／卿／川￥蝋“1
安心できる老後をん

弘
ー
〈
ー
し
ー

　
D

¢≧
そで当

　
男
七
十
三
歳
、
女
七
十
八
歳
、
…
…

…
こ
れ
は
五
十
三
年
の
簡
易
生
命
表
（

厚
生
省
）
に
よ
る
日
本
人
の
平
均
寿
命

で
す
。

　
こ
の
平
均
寿
命
は
、
男
女
と
も
世
界

で
一
、
二
を
争
う
長
寿
国
だ
と
か
。

　
長
寿
に
な
っ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
こ

と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
老
後
が
長

く
な
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
先
行
き
の

保
障
が
問
題
で
す
。

　
最
近
は
、
“
核
家
族
化
”
が
定
着
し
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
扶
養
は
、
あ
ま
り

期
待
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
高
齢
に
な
れ
ば
、
働
く
場
も

限
ら
れ
、
現
金
収
入
を
得
て
生
活
す
る

こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
今
日
で
は
、
老
後
の
問
題
は
社
会
全

体
で
考
え
る
と
い
う
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
対
策
の
主
柱
を
な
す
も
の
と

し
て
、
国
民
年
金
を
は
じ
め
厚
生
年
金
、

各
種
共
済
組
合
な
ど
、
公
的
年
金
制
度

が
あ
る
わ
け
で
す
。

　
ど
の
制
度
も
、
「
年
金
」
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
を
決
め
ら
れ
た
期

間
、
決
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
納
め
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
、
だ
れ

に
も
“
老
後
”
は
確
実
に
や
っ
て
き
ま

す
か
ら
そ
の
と
き
に
な
っ
て
、
あ
わ
て

た
く
な
い
も
の
で
す
。
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冊ま資　　〃　　母でまが　　　　　　　　溺　　　　7後3年間・農地・農政などの相談

塗轄租雛O辞い　　蒙　星名隆一（新〉野・56歳

　　　　o　　　　　　 媛　 数藤貞義（〃）沖ユ51歳
　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　 南雲善二（〃）田中48歳

単町鳶』塾輝　柔吝　　理昼蕗丁　、強　　　小　林　定　二　（〃）　中仙田　51歳

65歳
54歳

42歳
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★
　
★

崇
ま
な
板
・
ほ
う
丁
・
ふ
き
ん
等
は
、

　
洗
浄
・
殺
菌
・
乾
燥
を
十
分
に
。

楽
冷
蔵
庫
の
過
信
は
禁
物
、
つ
み
過
ぎ

　
に
注
意
し
、
整
理
・
整
と
ん
・
清
掃

　
を
忘
れ
ず
に
。

幽
そ
の
他
囹

楽
仕
出
し
等
の
注
文
は
、
摂
食
時
間
を

　
は
っ
き
り
と
伝
え
、
無
理
な
注
文
は

　
し
な
い
。

楽
会
席
等
の
持
ち
帰
り
品
は
、
と
く
に

危
険
、
必
ず
加
熱
す
る
。

楽
手
洗
い
を
励
行
し
、
常
に
清
潔
に
。

崇
暴
飲
、
暴
食
を
さ
け
十
分
な
睡
眠
を
。

　
　
　
　
十
日
町
保
健
所

　
　
　
〈
食
協
川
西
町
分
会
〉

鍵
雛
雛
㎜
鷺
灘
灘
難
騰
醗
購
欝

15日・サイレン合図で

近く完嘆

↓
万
町
民
の
黙
と
う
を

　
十
五
日
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
半
旗
を
掲
げ
、

　
一
分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
方
々
は
、
町
内
各
地
区
の
忠

魂
碑
前
に
お
集
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
正
午
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図

に
、
全
町
民
そ
ろ
づ
て
戦
没
者
の
め
い
福

を
祈
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
…
…
。

　　　　　　　　　　　　禽仙田小学校にあった忠魂碑は
　　　　　　　　　　　　　克雪センター脇に移動中です。

鑛難舞聾舞難難難灘鞭鞭難難義舞　　15日には間に合います。
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く
　
　
お
　
ん
　
　
　
　
　
し
　
る
　
べ

「
久
遠
の
道
標
」

　
　
戦
没
者
従
軍
記
録

　
　
　
こ
の
従
軍
記
録
は
、
町
連
合
遺
族
会
が
編
さ
ん
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
史
料
の
消
滅
や
散
逸
に
よ
り
、
真
実
の
究
明
に
手
ま
ど
り
ま
し

　
　
た
が
、
よ
う
や
く
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
　
　
ご
遺
族
は
も
と
よ
り
、
一
般
家
庭
で
も
、
是
非
ご
購
読
を
お
奨

　
　
め
し
ま
す
。
本
の
体
裁
は
、
B
六
判
三
百
ぺ
ー
ジ
、
布
装
て
い
、

　
　
ケ
ー
ス
入
り
で
四
千
円
前
後
の
予
定
で
す
。

　
　
　
申
込
み
は
社
会
課
へ
ど
う
ぞ
。

雛難難雛雛霧雛灘難難霧灘難雛難難灘
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耀
卯
7
∬
雁
の

謝
旋調停相談会の

催開

廃止

　　　　●体育館工事は急ヒ3ンチ

ガンベレノ！
　　　　1“西チ’ム

▲
八
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日
の
三
日
間
。

▲
午
前
九
時
～
午
後
三
時
ま
で
。

▲
プ
ー
ル
使
用
の
決
り
を
厳
守
の
こ
と
。

　
△
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
・
八
月
三
十
日

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ
・
十
日
町
市
公
民
館

相
談
相
手
・
新
潟
地
方
家
定
裁
判
所
所
属

　
　
　
　
調
停
委
員

●
宅
地
・
建
物
・
金
銭
の
貸
し
借
り
・
土

地
の
境
界
・
交
通
事
故
・
夫
婦
や
親
子
兄

弟
な
ど
に
つ
い
て
の
も
め
ご
と
等
で
悩
ん

で
お
ら
れ
る
方
は
遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ

さ
い
。

　
電
電
公
社
の
電
話
と
町
農
協
の
有
線
放

送
電
話
の
接
続
を
、
先
月
三
十
一
日
限
り

で
廃
止
し
ま
し
た
。

　
お
ま
ち
が
い
の
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

　
町
内
で
は
初
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
者
、

岩
瀬
出
身
の
金
子
国
栄
さ
ん
が
、
十
九
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

年
ぶ
り
に
里
帰
り
を
し
、
な
つ
か
し
い
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

人
た
ち
と
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま
す
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
金
子
さ
ん
は
、
持
ち
前
の
勤
勉
き
と
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

人
並
な
ら
ぬ
努
力
が
み
の
っ
て
、
今
で
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

は
大
製
茶
工
場
の
幹
部
に
出
世
、
ブ
ラ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ル
生
ま
れ
の
慶
子
夫
人
と
の
あ
い
だ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

に
は
二
人
の
男
児
に
恵
ま
れ
、
幸
せ
な
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

日
々
を
お
く
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
こ
の
ほ
ど
の
帰
国
は
、
お
母
さ
ん
の
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

墓
ま
い
り
と
、
親
せ
き
訪
問
が
大
き
な
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

目
的
、
忙
し
い
日
程
の
中
を
さ
い
て
、
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ブ
ラ
ジ
ル
の
様
子
な
ど
を
語
っ
て
い
た
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

だ
き
ま
し
た
。
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じ
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し
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コ
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ロ
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は
　
亡
き
母
の
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汽
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目
　
　
　
墓
ま
い
り
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
ユ
　
ロ
　
　
　
じ
　
コ
　
ヨ
　
ロ
　
　
ロ
　
ロ
　
ヨ
　
じ
　
ロ
　
ロ
　
ヨ
　
じ
　
　
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
じ
　
じ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
コ
　
ロ
　
　
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
じ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
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◎
家
族
の
ご
紹
介
を
…
…
…

1
妻
の
慶
子
で
す
。
昨
年
八
月
ま
で

小
学
校
の
校
長
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
コ
ー
ル
デ
ナ
ド
ー
ラ
・
ペ
ダ
ゴ

ジ
カ
（
教
師
の
指
導
者
・
日
本
で
の
指

導
主
事
的
な
も
の
）
で
す
。

　
長
男
は
、
レ
イ
ナ
ル
ド
政
博
、
小
学

　
一
年
生
で
、
日
本
語
も
十
分
話
せ
ま
す
。

　
次
男
の
リ
カ
ル
ド
竜
次
は
二
歳
、
日

本
語
は
無
理
で
す
が
、
片
言
で
現
地
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
し
ま
す
。

◎
住
い
と
お
仕
事
は
…
…
…
？

ー
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
レ
ジ
ス
ト
ロ
市

に
住
み
、
紅
茶
工
場
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　
工
場
の
規
模
は
従
業
員
二
百
三
十
人

●oo一睡6－60億6go6

　　　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　　　＝

り
　　　　　　　　　　　　顧
　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　〇
　　　　　　　　　　　　〇
　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　顧
　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　　　　　　＝

轟
．
錨
醒

麗
羅

．
．
書
譲
雛
禦

ブラジルから

皿9年盤
欝

一
一
〇
瞳
0
ロ
日
■
5
騨
5
0
一
●
鱒
日
0
■
■
ロ
●
昌
●
0
9
騨
●
一
6
0
騨
■
0
●
0

ほ
ど
で
す
が
、
お
よ
そ
五
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
及
ぶ
茶
畑
の
お
茶
を
一
手
に
買
い

受
け
、
製
品
に
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
そ
こ
で
経
理
・
人
事
・
事
務
関

係
を
一
切
仕
切
っ
て
い
ま
す
。

◎
今
回
の
帰
国
の
目
的
は
・
：
・
：
？

－
六
年
前
に
亡
く
な
っ
た
母
の
お
墓

ま
い
り
と
、
父
の
生
前
中
に
一
度
は
帰

っ
て
、
家
族
を
見
て
ほ
し
か
っ
た
こ
と
、

妻
の
実
家
や
ら
親
せ
き
を
訪
問
し
た
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

◎
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
旅
費
・
所
要
時

　
間
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。
…
…
？

1
飛
行
機
で
お
よ
そ
三
十
時
間
、
旅

費
は
大
人
　
往
復
で
三
十
一
万
円
、

ど
も
は
二
十
四
万
円
で
し
た
。

米
一
キ
ロ
が

　
　
　
　
百
円
く
ら
い

子

◎
十
九
年
の
歳
月
で
苦
し
い
と
思
っ

　
た
こ
と
は
…
…
？

1
こ
と
ば
が
財
産
だ
と
考
え
、
向
こ

う
で
小
・
中
・
高
等
学
校
ま
で
全
部
や

り
な
お
し
を
し
ま
し
た
。
で
も
、
こ
れ

は
、
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

勉
強
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ぜ
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わ
が
国
の
貨
物
輸
送
量
は
、

鉄
道
よ
り
も
自
動
車
輸
送
の
方

が
二
・
八
倍
も
多
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
間
の
自
動
車
輸
送
量
は
、

お
よ
そ
千
三
百
二
十
六
億
ト
ン

キ
ロ
、
こ
の
ほ
か
、
人
の
輸
送

や
、
往
来
に
耐
え
る
道
路
は
、

と
て
も
酷
使
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
道
路
は
、
よ
ご
さ
ず
、
壊

さ
ず
、
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　　　、●●る・・琴
　　　　　　　　彦・弔・鑑
　　　　　　　　　驚・・＝・・こ・

　　　　　　　　　‘』●4』．」
　　　　　　　　　　9　0　

●

病
　　　　　　　　　　θ　0　　　　　　　　　　・●●　o●　　　　　　　　　　o　 ●

　　　　　　　　　　リ　　ロ　　　　　　　　　．　’、●ち
　　　　　　　　“●　、く・・も
　　　　　　　コ　　　　　　　　　　簡』　ら　　　　　　　　　　　も　も　

原キ壌
体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　のレ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐしら　　　　　し　　　　
　　　　　　　フ　　　　　　　　　　　ロ　

　レ

　　　　　　　　　●　　9、o、●
　　　　　　　　　　　D　9　　■　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　の　　　　し　ロ　リ
　　　　　　　　　．　・彦・醤・

　　　のリi簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　ロ　　　　　　　　　　　ー●ρ●、
　　　　　ツ　　　　　　　　　　　9　θ　　　　　　　　　　　●●　●o　　　　　　　　　　　●　蟻　　　　　　　　　　　ロじ　ヨ　　　　　　　　　　　●、●、
駐　　　　　　　　　　　ク　の　　　　　　　　　　　、●●rレ●c
　　　　　　　　　　　リ　ロし　　ロ　　　　　　　　　　　，。も●㌔
　　　’切百　　　　　　・：・。畳脚

　　　勢駐　　　　　；・書穆
　　　　　　　　　　　●θ●oθ●．
　　　　　　　　　　　リ　

ヨ

　　　　　　　　　　　3・書・；
　　　　　o口　　　　く・・竃・

　　　　　　　　　　　＝・君・・
　　　　　　　　　　　・：。・書
　　　　　　　　　　　じ　　

、騒嚢
　　　　　　　　　　5ざ●
　　　　　　　　　　∂o●o●●嫡P●グ
　　　　　　　　　6鴫鴫・9
　　　　　　　　．・く”き・多
　　　　　　　θ・・馨・；・；・ノ
　　　　　．・r9く・・：。・‘ωθ

　
ゴ
キ
ブ
リ
は
、
病
原
体
の
“
運
び
屋
”

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
食
生
活
の
“
大
敵
”

で
す
。
そ
の
習
性
は
　
　
　
。

　
一
番
よ
く
繁
殖
す
る
の
が
摂
氏
二
十

五
度
前
後
で
、
三
十
度
以
上
に
な
る
と

涼
し
い
所
へ
移
動
し
、
四
十
度
に
な
る

と
苦
し
が
っ
て
“
ダ
ン
ス
”
を
踊
り
出

し
ま
す
。

　
カ
や
ハ
エ
は
、
十
日
か
ら
二
週
間
で

成
虫
に
な
り
ま
す
が
、
ゴ
キ
ブ
リ
は
、

次
の
発
生
ま
で
に
ほ
ぼ
一
年
、
し
か
し

発
生
時
期
は
決
っ
て
お
ら
ず
、
年
中
だ

ら
だ
ら
と
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ゴ
キ
ブ
リ
ほ
ど
、

し
ま
う
虫
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、

た
ん
な
ど
の
上
を
歩
き
回
る
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
食
べ
た
り
す
る
習
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
足
で
直
接
、
食
器
類

や
、
人
間
の
食
べ
物
に
接
す
る
の
で
す

か
ら
、
病
原
体
の
“
運
び
屋
”
で
も
あ

る
わ
け
で
す
。

　
ゴ
ギ
ブ
リ
の
か
ら
だ
か
ら
は
、
各
種

ウ
イ
ル
ス
・
バ
ク
テ
リ
ア
・
カ
ビ
類
な

ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
．
◎
●
’

　
　
　
　
　
．
噛
％
9

　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

　
　
　
　
　
◎
●
・
◎

　
　
　
　
　
の
　
ク
ヘ

　
　
　
　
　
っ
鰍
’

　
　
　
　
　
　
く
ン

　
　
　
　
　
　
ず
津
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
5
9
。・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
●
～
ρ
θ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
。
ρ
“
9
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ
一
馳
※
θ
●
・

な
ん
で
も
食
べ
て
　
　
　
、
ゑ
町

　
　
　
　
ふ
ん
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

ん
ぜ
ん
苦
労
と
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
来
年
は
大
学
に
入
っ
て
勉
強
す
る
つ

も
り
で
す
。

◎
食
べ
物
な
ど
は
…
…
？

ー
日
本
人
が
多
い
の
で
、
日
本
風
の

食
べ
物
に
不
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
レ
ジ
ス
ト
ロ
は
お
よ
そ
二
〇
パ
ー
セ

ン
ト
が
日
本
人
で
す
。

　
ナ
ッ
ト
ウ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ト
ー
フ

ソ
バ
な
ど
、
な
ん
で
も
手
に
入
り
ま
す
。

◎
気
候
は
ど
ん
な
で
す
か
。
？

i
ー
こ
よ
み
の
上
で
は
、
日
本
と
同
じ

よ
う
に
四
季
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
は
夏
と
冬
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
日
本
と
反
対
で
十
一
月
か
ら
一
二
月
ご

伽
灘
難
、
灘
総
拶
鋤

　
ゑ
き
き
　
　
　
ま
ジ
　
き
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
が

　
は
　

　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
き

・
鐵
縫
縫
織
欝
　
　
露

盤
懇
灘
灘
饗
灘
蒙
犠
　
㎜
灘
　
難
　
　
　
簿

轍鱗鞭灘　

　
　
嚢
，
・
、
∞
∞
　
鮭
難

　
　
　
　
　
　
　
嚢

，こ・・鴨　　　　　　　　　　隔噌　　h

擁…妻蕪器1

》日本のできごとも手にと

　とるようにわかります。

▼広大な茶畑、製品の半分

　以上は輸出されるとか。

ろ
が
夏
で
す
。
暑
さ
は
日
本
の
夏
と
同

じ
く
ら
い
、
冬
は
ま
れ
に
五
度
近
く
に

な
り
ま
す
が
、
ふ
つ
う
十
度
前
後
で
す
。

　
今
ち
ょ
う
ど
冬
休
み
が
終
わ
っ
た
と

き
で
す
ネ
。

　
台
風
・
地
震
な
ど
の
心
配
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
住
む
に
は
い
い
所
で
す
。

◎
物
価
や
生
活
程
度
は
…
…
？

1
ー
一
ク
ル
ー
ゼ
が
日
本
の
十
円
く
ら

い
に
あ
た
り
ま
す
。
イ
ン
フ
レ
が
激
し

い
の
で
価
値
は
下
が
り
ま
す
が
、
米
一

キ
ロ
が
約
百
円
、
上
肉
一
キ
ロ
三
百
五

十
円
か
ら
四
百
円
く
ら
い
。
バ
ー
で
飲

む
ビ
ー
ル
も
一
本
百
二
十
円
ほ
ど
で
す
。

　
貧
富
の
差
は
著
し
い
の
で
す
が
、
日

本
人
は
ま
じ
め
に
働
く
の
で
、
生
活
程

度
は
い
い
よ
う
で
す
。

寂
し
』、

：

：

：

：

学び

舎
の
取
り
こ
わ
し

◎
十
九
年
ぶ
り
の
日
本
は
い
か
が
で
す

か
。
？

1
道
が
良
く
な
っ
た
こ
と
、
生
活
状

態
が
す
っ
か
り
変
っ
た
こ
と
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
私
が
在
学
中
は
、
加
茂

農
林
ま
で
行
く
の
に
一
日
が
か
り
で
し

た
が
、
飛
行
場
か
ら
実
家
ま
で
ア
ッ
と

い
う
間
に
着
い
た
よ
う
で
、
夢
を
見
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　
で
も
、
学
び
舎
の
小
学
校
・
中
学
校

が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
、
と
て

も
寂
し
い
気
持
で
す
。

◎
滞
在
期
間
中
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
…
？

1
先
日
家
内
の
実
家
札
幌
へ
行
っ
て

来
ま
し
た
。
近
い
う
ち
に
山
形
の
親
せ

き
に
も
行
く
予
定
で
す
。

　
高
校
時
代
の
同
級
会
や
、
中
学
時
代

の
同
級
会
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　
お
盆
に
は
大
勢
の
同
級
生
に
あ
え
る

で
し
ょ
う
。
な
つ
か
し
い
盆
踊
り
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
最
後
に
“
ブ
ラ
ジ
ル
は
日
本

の
約
二
十
三
倍
の
面
積
、
人
口
は
約
一

億
人
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
開
拓
の
余

地
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
技
術
指
導
と

い
う
か
た
ち
で
移
民
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
機
械
化
や
技
術
面
で
の
研
究
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
”
と
結
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
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農
林
水
産
省
は
、
農
林
施
策
の
重
要

な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
度
か
ら
「

新
農
業
構
造
改
善
事
業
」
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
第
一
次
・
第

二
次
の
構
造
改
善
事
業
に
続
く
も
の
で
、

今
後
五
年
間
を
前
期
と
し
て
、
全
国
で

千
八
百
九
十
地
区
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
町
で
も
、
西
部
地
区
の
開
発
に
は
う

っ
て
つ
け
の
事
業
、
と
早
く
か
ら
名
の

り
を
あ
げ
準
備
を
進
め
て
来
ま
し
た
が
、

計
画
地
区
の
指
定
に
明
る
い
き
ざ
し
が

み
え
て
来
ま
し
た
。

　
い
っ
た
い
新
農
構
と
は
ど
う
い
う
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
以
下
、
そ
の
概
要
で
す
。

地
域
の
実
状
で

　
　
　
内
容
は
弾
力
的
に

　
新
農
構
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権

的
、
画
一
的
な
進
め
方
を
し
て
来
た
事

業
を
反
省
し
、
地
域
主
義
を
尊
重
し
て

い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
、
弾
力
的
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
あ
わ
せ
、
旧
町
村
く
ら
い
を
対

象
に
し
た
「
農
村
地
域
構
造
改
善
事
業

」
な
ど
、
四
種
類
の
事
業
を
包
含
し
て

お
り
、
小
規
模
な
所
で
も
対
象
と
な
る

と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　
r
O

　
　
計
画
地
区
の

　
　
　
　
　
　
指
定
を
申
請

　
町
で
は
、
東
部
地
区
の
農
業
が
、
ほ

ぼ
近
代
化
し
た
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
適

当
な
事
業
が
な
い
ま
ま
整
備
の
遅
れ
て

い
た
西
部
地
区
に
、
こ
の
事
業
を
導
入

し
た
い
と
検
討
を
し
て
来
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
地
区
開
発
振
興
協
議
会
や

関
係
農
家
の
強
い
要
望
の
も
と
に
、
こ

の
ほ
ど
正
式
に
計
画
樹
立
地
区
の
指
定

を
県
知
事
あ
て
に
申
請
し
ま
し
た
。

　
計
画
地
区
に
指
定
さ
れ
る
と
、
本
年

度
中
に
調
査
計
画
を
終
了
、
来
年
度
か

ら
五
十
八
年
の
五
か
年
に
わ
た
り
事
業

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
五
年
間
の
事
業
量
を
一
〇
と
し
た
場

合
の
年
度
別
実
施
割
合
い
は
、
初
年
度

が
二
割
、
以
後
二
割
、
二
・
五
割
、
二

割
、
一
・
五
割
と
な
り
ま
す
。

㌧

事
業
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
Q
f
O

　
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
①
農
業
生
産

の
担
い
手
の
育
成
確
保
、
②
農
用
地
の

適正な

利
用
管
理
、
③
地
域
農
業
の
複

合
化
、
④
機
械
施
設
の
有
効
利
用
な
ど

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
た
め
に
、
農
業

の
組
織
化
を
は
か
り
、
集
落
環
境
の
改

善
を
、
関
係
地
域
農
家
な
ど
農
業
振
興

総
合
推
進
体
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
目
的
達
成
の
た
め
に

必
要
な
ほ
場
・
農
道
・
水
路
な
ど
の
土

地
基
盤
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
営
農
の

　
　
事
業
の
主
役
は

　
　
　
　
　
あ
な
た
方
で
す
。

　
さ
て
、
具
体
的
な
計
画
は
こ
れ
か
ら

で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
地
域
主
義
に
よ

る
と
い
う
の
が
こ
の
事
業
で
す
。

　
す
で
に
、
事
業
実
施
に
は
明
る
い
見

通
し
が
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係
部
落
で

は
、
さ
ら
に
つ
っ
こ
ん
だ
話
合
い
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　
指
導
者
を
中
心
に
、
十
数
年
の
将
来

展
望
の
う
え
で
、
“
オ
ラ
の
部
落
は
こ

う
し
よ
う
。
”
と
い
う
、
活
力
あ
る
村

づ
く
り
を
立
案
し
て
ほ
し
い
も
の
。

　
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
あ
る

と
の
自
覚
を
持
ち
、
力
強
く
実
行
に
移

す
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

た
め
の
機
械
施
設
及
び
部
落
環
境
施
設

な
ど
と
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
．
，

　
こ
れ
ら
に
対
し
、
三
戸
以
上
の
農
家

が
事
業
主
体
と
な
る
共
益
的
な
事
業
に

は
国
が
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助
金
を
、

ま
た
、
私
的
な
事
業
に
は
三
．
五
パ
ー

セ
ン
ト
の
低
利
融
資
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
に
対
し

て
は
、
県
が
さ
ら
に
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

の
補
助
金
を
上
わ
の
せ
す
る
見
込
み
で
、

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
補
助
と
な
り
ま
す
。

　
　
一
地
区
の
標
準
事
業
費
は
、
補
助
対

象
で
十
億
円
、
単
独
融
資
対
象
が
四
億

円
と
い
う
大
型
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら

に
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
上
下
幅
が
認
め

ら
れ
る
模
様
で
す
。

癌
織
　
．
癖

蕊
測
釦
灘
・
巌

鍵讐
　
　
　
　
　
　
　
櫛

　
前
記
の
総
合
推
進
体
を
構
成
す
る
町
・

農
業
委
員
会
・
農
協
・
土
地
改
良
区
・

部
落
推
進
員
等
も
、
地
元
か
ら
の
熱
意

と
、
具
体
的
な
要
望
を
満
た
す
べ
く
、

積
極
的
な
推
進
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
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暑
さ
で
『
△

丞
適
老

　
　
　
　
　
　
“
煮
ラ

　
　
　
　
　
　
尺
　
　
＼

△
4
，
，
・
ム
斗
へ
玖
奪

　
　
　
　
ル

　1　！

500リット

洗車1台

＠○£

《＼一
ノ
． ノ〃もて
◎　 。・、

　ノ
身　　　　 〕　＜＿＿し＿き　　 ＿5

　
異
常
な
暑
さ
続
き
で
、
町
の
水
道
も

ダ
ウ
ン
寸
前
で
す
。

　
こ
ん
な
と
き
に
は
、
お
互
い
に
節
水

を
心
が
け
、
水
源
保
護
に
努
め
な
い
と

後
々
ま
で
影
響
し
て
き
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
の
水
道
利
用
は
、

と
く
に
ご
注
意
を
〃
”

◎
野
菜
・
畑
へ
の
散
水

◎
ほ
こ
り
よ
け
や
、
涼
を
と
る
た
め
の

　
家
の
ま
わ
り
へ
の
散
水

◎
洗
車
の
と
き

　
自
動
車
一
台
を
洗
う
の
に
お
よ
そ
五

　
〇
〇
リ
ッ
ト
ル
の
水
が
必
要
だ
と
い

　
い
ま
す
。
流
し
っ
ぱ
な
し
の
洗
車
で

　
は
な
く
、
バ
ケ
ツ
に
く
ん
で
の
ご
利

　
用
を
〃
”

◎
公
共
建
物
な
ど
で
の
む
だ
使
い
は
な

　
い
で
し
ょ
う
か
…
…
？

5
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
■
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
－
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
瞳
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
・
＝
＝
一
曝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一

永
年
勤
続

八
議
員
が
表
彰

　
先
月
十
日
に
開
か
れ
た
県
町
村
議
会

議
長
会
に
お
い
て
、
当
町
か
ら
、
次
の

八
名
が
議
員
永
年
勤
続
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

囹
議
会
議
員
二
十
年
以
土
表
彰

　
・
田
中
与
三
郎
　
・
和
久
井
精
一

　
・
平
野
　
圭
二
　
・
水
品
正
一
郎

　
・
滋
野
　
一
郎

囹
議
会
議
員
十
二
年
以
上
表
彰

　
・
小
川
　
清
次
　
囹
小
林
　
申
一

　
・
水
落
達
一

　
　
　
受
験
案
内

行
政
書
士
試
験

願
書
受
付
・
八
月
二
十
一
～
九
月

　
　
　
　
　
八
日
ま
で

試
験
日
・
十
月
一
日

試
験
場
所
・
新
潟
市

願
書
等
提
出
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市

　
　
　
　
　
学
校
町
通
一
番
町

　
　
　
　
　
新
潟
県
総
務
部
地
方
課
行

　
　
　
　
　
政
書
士
試
験
係

　
願
書
請
求
・
細
部
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
五
十
円
切
手
を
同
封
の
う

え
、
前
記
行
礫
堂
、
士
試
験
係
ま
で
。
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砺
内
謬

蔦超＼
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
も
魁
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
　
ほ
ヨ
ヨ
ヤ
　
　
　
し

　
　
『
曜
監
艦
、
、
、

　
「
社
交
ダ
ン
ス
と
い
う
と
、
な
ん
と

な
く
不
健
全
な
遊
び
、
と
い
う
見
方
が

一
般
的
で
し
た
。
私
も
、
は
じ
め
る
ま

で
は
抵
抗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
や
っ
て

み
る
と
そ
ん
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ダ
ン
ス
と
い
う
も
の
を
理
解
し
て
み

る
と
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
が
わ
か
り
ま

す
。
健
康
的
で
、
と
て
も
さ
っ
ぱ
り
し

た
も
の
な
の
で
す
。
」

　
こ
の
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
“
川
西

一
一
唱
騨
噌
一
零
．
三
一
一
一
一
一
『
一
一
．
騨
一
．
．
一
旧
一
鱒
一
一
．
．
．
騨
．
…
一
曙
＝
．
一
三
暢
．
三
一
＝
．
．
卿
．
一
一
一
一
．
一
．
．
．
葡
曹
卿
…
．
．
．
一
騨
ξ
曝
．
．
．
一
三
．
．
．
．
囎
言
瞬
．
．
曹
一
｛
．
．
一
臼
一
三
．
囎
一
．
一
三
．
．
日
騨
．
｛
．
卿
．
．
一
一
三
一
．
廟
輌
｛
．
一
．
曹
｛
．
．
．
卿
三
一
．
．
一
一
三
一
一
一
．
葡
三
一
．
。
曽
三
三
一
一
一
一
…
一
≡
一
…
一
3
轟

ダ
ン
ス
は
楽
し
”

　
　
手
軽
な
健
康
づ
く
り
に
も

社
交
ダ
ン
ス
研
究
会
”
の
会
長
平
野
春

夫
さ
ん
は
、
さ
も
楽
し
そ
う
に
語
り
ま

す
。　
現
在
の
会
員
は
二
十
五
名
ほ
ど
、
ま

だ
ま
だ
、
足
の
も
つ
れ
が
気
に
な
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
練
習
不
足
と
、
連
日
の

猛
暑
の
ゆ
え
か
も
…
…
？

　
セ
ン
ス
片
手
に
、
玉
の
汗
を
う
か
べ

な
が
ら
も
、
踊
っ
て
い
る
と
き
は
暑
さ

を
感
じ
な
い
と
い
う
か
ら
不
思
議
で
す
。

　
　
　
　
　
　
「
ダ
ン
ス
は
、
若
い
人

〔暑さも忘れて練習にはげむメンバーたち〕

た
ち
が
や
る
も
の
、
と
い

う
見
方
は
大
ま
ち
が
い
。
」

と
前
お
き
し
て
、
平
野
会

長
は
、
「
運
動
不
足
ぎ
み

の
年
輩
の
方
々
に
大
い
に

す
す
め
ま
す
。
よ
そ
で
は
、

夫
婦
で
楽
し
ん
で
い
る
人

た
ち
が
多
い
で
す
よ
。
い

く
つ
に
な
っ
て
も
、
ダ
ン

ス
を
踊
れ
る
な
ん
て
、
ほ

ほ
え
ま
し
い
こ
と
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。

　
全
身
を
動
か
し
ま
す
の

で
、
楽
し
み
な
が
ら
手

軽
に
健
康
づ
く
り
も
で
き

ま
す
か
ら
ゆ
…
己
と
い
う
。

　
な
る
ほ
ど
、
夫
婦
も
い

れ
ば
、
親
子
も
い
れ
ば
、
中
年
太
り

…
…
？
と
こ
こ
で
も
メ
ン
バ
ー
は
さ

ま
ざ
ま
。

　
あ
る
中
年
太
り
の
婦
人
は
、

「
や
せ
る
な
ん
て
と
て
も
と
て
も
、

食
欲
は
増
す
し
、
水
物
は
ガ
ブ
ガ
ブ

飲
む
し
、
…
・
で
も
、
か
ら
だ
の
調

子
は
と
て
も
い
い
で
す
。
…
：
」
、

と
色
気
も
な
く
、
大
き
な
タ
オ
ル
で

汗
を
ふ
き
ま
す
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
全
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
方
針
と
し
て
お
り
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
、
会
員
と
し
て

の
期
限
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

　
“
初
心
者
に
は
、
一
か
ら
指
導
し

ま
す
。
気
軽
に
出
掛
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。
”
、
会
長
以
下
四
名
の
助
教

師
た
ち
は
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
会
費
は
月
千
五
百
円
、

練
習
は
毎
週
火
曜
日
、
夜
七
時
半
か

ら
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
。

　
“
正
し
く
健
全
な
社
交
ダ
ン
ス
を

広
め
て
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
寄
与

し
た
い
。
”
と
い
う
こ
の
グ
ル
ー
プ

の
目
的
に
、
あ
な
た
も
賛
同
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

希
望
者
は
、
練
習
日
に
総
合
セ
ン

タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
、

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
●
．

　
　
　
　
　
　
㌧
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訓
脚
駅
、
禰
監
一
㎝
細
三
一
．
．
騨
一
｛
曹
．
禰
一
…
輪
一
鱒
．
”
一
三
一
一
．
一
一
．
も
一
一
一
｛
一
一
卿
．
｛
一
一
一
四
鼎
｛
．
一
騨
3
三
一
．
．
。
ξ
一
．
9
甲
の
｛
。
．
一
一
三
一
一
一
．
｛
聯
り
鱒
榊
畠
三
曹
卵
一
ξ
一
一
一
．
。
甲
三
一
噂
騨
．
ご
一
一
層
～
三
．
一
ξ
一
騨
一
卿
臼
一
三
｝
毫
騨
齢
僧
｛
輔
騨
韓
口
一
｛
一
．
一
一
…
一
一
．
一
3
三
…
囎
ξ
一
．
．
一
ぎ
…
囎
囎
一
三
一
一
一
一
一
三
｝
亀
．
騨
一
｛
…
ξ
㍉



1川ll””広報かわにし／昭和53年8月10日発行（第三種郵便物認可）Ill”””II”1””1””1””1”””””lll”IIII””””“”1””””””””””ll””1”””””””ll”1””””【8】ll”ll””lllll

』
ワ
』
蓬
」
筐
E
レ
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“
ベ
ル
ト
が
の
び
れ
ば
命
が
ち
ぢ

む
”
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
よ
う
に
、

中
年
に
な
っ
て
太
っ
て
く
る
の
は
、

健
康
へ
の
赤
信
号
で
す
。

肥
満
の
原
因
は
？
体
内
に
ζ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
食
物
は

適
当
に
燃
焼
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

消
費
量
と
摂
取
量
が
平
均
し
な
い
で
、

摂
取
量
が
大
に
な
る
と
、
余
分
な
栄

養
素
は
脂
肪
と
い
う
か
た
ち
で
蓄
積

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
肥
満
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
死
亡
率
が
高

肥
満
の
害
は
？
駁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
…
…
太
っ

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
一
食
事
療
法
…

肥
満
の
改
善
（

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
必
要
カ
ロ

リ
ー
以
下
の
熱
量
に
と
ど
め
、
と
く

に
、
脂
肪
・
糖
質
の
制
限
が
必
要
、

ま
た
、
た
ん
白
質
の
摂
取
は
、
標
準

体
重
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
、
五

グ
ラ
ム
以
上
は
食
べ
る
必
要
が
あ
り

法
す
．

二
運
動
療
法
…
・
…
必
要
カ
ロ
リ
ー

　以
上
に
食
べ
る
と
肥
満
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
余
分
な
カ
ロ
リ
ー
は
す

べ
て
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

羅翻

危
険
で
す
”

太
り
す
ぎ
1

　
“
、
◎
◎
　
4

0
。
ら
　
、

●
9σ
6

麟

）ワ

た
人
は
、
や
せ
た
人

に
く
ら
べ
死
亡
率
が

高
い
。
こ
の
原
因
は
、

心
臓
・
血
管
・
腎
疾

患
に
よ
る
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。

　二
病
気
に
な
り
や
す

　
い
。
…
…
太
っ
た
人

は
、
正
常
な
成
人
に

く
ら
べ
、
心
筋
こ
う

そ
く
・
狭
心
症
・
動

脈
硬
化
症
・
高
血
圧

症
・
肝
・
胆
疾
患
に

か
か
り
や
す
い
よ
う

》、

鴫

（（

　
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
か
ら
だ
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

　
百
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
た
め
の

運
動
例
と
し
て
は
、

①
な
わ
と
び
、
八
○
○
回
か
ら
一
、
○

○
○
回
。

②
歩
く
、
一
、
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

十
九
分
く
ら
い
で
歩
く
。

③
走
る
、
一
、
五
キ
ロ
メ
ー
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ル
を

九
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か
ら
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分
く
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い
で
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体
操
、
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分
間
（
ラ
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オ
体
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の
第
一
、
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二
で
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よ
そ
三
十
カ
ロ

リ
ー
）
。

襯榊
　
o
　
∂
　
ρ
　
ρ
　
9
　
ρ
　
9
　
ρ
ρ
　
の
　
o
　
θ
　
θ
　
∂
　
θ
　
9
　
ρ
　
θ
　
ρ
　
0
　
θ
　
∂
　
ρ
　
θ
　
θ
　
ρ
　
ρ
　
ρ
ρ
　
9
　
θ
，

　
覧
剛
曜
駕
亀
　
剛
覧
駕
、
も
亀
　
◎
亀
　
覧
　
覧
し
　
亀
剛
亀
駕
も
魅
馬
●
　
覧
覧
鴨
亀
鮎
覧
魅
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

戸
籍
の
窓
か
ら
姻
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
腎
9
鋸
。
◎
，
ら
ρ
鰯
∂
亀
一
覧
9
亀
ρ
．
θ
し
。
剛
唱
σ
曜
ρ
・
θ
鋸
0
も
6
、
ρ
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鋸
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剛
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θ
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亀
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も
9
覧
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剛
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す
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に
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前号2ページ中
「52年度一般会

計、192，300円」
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192，300万円の

あやまりでした。
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報
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行
に
と
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件

　
東
京
に
住
む
丸
山
伴
四
郎
さ
ん
（
東

京
橘
会
会
長
）
か
ら
、
広
報
発
行
の
一

助
に
と
一
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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長
岡
の
佐
藤
克
平
さ
ん
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も
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同

様
の
趣
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で
一
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寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
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公
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な
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蝉
し
ぐ
れ

挿
し
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け
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瓶
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余
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大
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憶
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ム
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大
い
な
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大
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